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例
大
祭

　

「
エ
ン
ヤ
ッ
！
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」「
エ
ン
ヤ
ッ
！
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」

　

威
勢
の
良
い
御
神
輿
と
、
笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
山
車
が
巡
行
。

　

五
穀
豊
穣
を
願
う
地
域
の
伝
統
行
事
『
神
社
例
大
祭
』
。

　

町
内
で
は
8
月　

日
か
ら
9
月　

日
ま
で
計　

地
区
で
開
催
。

19

16

15

　

地
域
が
ひ
と
つ
に
。
子
ど
も
か
ら
大
人
、
職
種
を
超
え
一
致
団
結
。

　

多
く
の
人
が
支
え
、
つ
な
い
で
い
る
神
社
例
大
祭
が
幕
を
閉
じ
た
。

神社

閉

幕
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館
町
町
内
会
で
は
宝
く
じ
の
助

成
金
を
活
用
し
、
御
神
輿
や
太
鼓
、

大
型
テ
ン
ト
等
を
購
入
し
た
ほ
か

山
車
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
の
助
成
事
業
は　

自
治

（財）

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入
れ

る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
。

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

館
町
・
只
野
勲
町
内
会
長
は
「
新

し
い
御
神
輿
を
末
永
く
大
切
に
使

い
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　新しい御神輿とパワーアップした山車が
▼館町の祭りをいっそう盛り上げていました

館
町
町
内
会
が

『
宝
く
じ
助
成
金
』
で

御
神
輿
等
を
整
備 ☆☆☆☆☆　おらいもファミリークイズ　☆☆☆☆☆　　Ｑ．今月の広報には『おらいもファミリー』は何体いるでしょうか？

　正解者には抽選で厚沢部レシピか厚沢部音頭ＣＤをプレゼント！
　住所・氏名・広報への感想や要望等を明記し、政策振興係に送付を！
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第
３
回
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

29

算
は
1
億
1
千
1
6
8
万
7
千
円

を
追
加
。
予
算
総
額
を　

億
9
千

39

3
6
4
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
総

務
費
で
は
減
債
基
金
積
立
金
、
Ｉ

Ｒ
Ｕ
設
備
移
設
増
設
工
事
費
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
委
託
料
、
地
域
お
こ
し
企
業
人

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
負
担
金
。
民
生

費
で
は
臨
時
福
祉
給
付
金
過
年
度

精
算
返
還
金
、
障
害
者
医
療
費
及

び
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
過
年

度
精
算
返
還
金
。
農
林
水
産
業
費

で
は
林
業
・
木
材
産
業
構
造
改
革

事
業
費
補
助
金
、
土
木
費
で
は
橋

梁
長
寿
命
化
補
修
工
事
費
。
教
育

費
で
は
統
合
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
等
車
庫
新
築
工
事
費
な
ど
で

す
。

各
会
計
決
算
を
認
定　
　

　
　

年
度
の
各
会
計
決
算
に
つ
い

28
て
審
議
、
認
定
さ
れ
、　

年
度
健
全

28

化
判
断
比
率
及
び　

年
度
公
営
企

28

業
会
計
に
係
る
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
も
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
般
会
計
決
算
内
容
の
詳
細
は
、

  
6
～
7
頁
に
掲
載
し
ま
す
。
）

中
井
教
育
長
が
任
期
満
了

差引歳出歳入会計別

34,601,920669,034,314703,636,234国民健康保険事業

98,52161,969,96162,068,212後期高齢者医療

5,468,591620,715,837626,184,428介護保険事業（保険勘定）

01，217，3001，217，300介護保険事業（介護サービス勘定）

3,948,01178,318,51782,266,528簡易水道事業

886,515271,438,094272,324,609農業集落排水事業

836,590506,473,639507,310,229国民健康保険病院事業

特別会計決算 （単位：円）

　

9
月
4
日　

か
ら
3
日
間
、
第
3
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催
。
今
議
会
で

（月）

は
、　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
や　

年
度
各
会
計
決
算
等
が
審
議
さ
れ
ま

29

28

し
た
。
な
お
、
議
事
の
詳
細
は
『
議
会
だ
よ
り　

月
号
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

12

「道の駅あっさぶ」 再整備に向けた意見を募集します

新
・
教
育
長
に
鈴
木
聡
氏

新
・
教
育
委
員
に
竹
中
忍
氏

　　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
任
期

満
了
を
迎
え
る
教
育
委
員
会
教
育

長
に
、
新
た
に
厚
沢
部
町
出
身
で

現
・
道
立
名
寄
高
等
学
校
長
の
鈴

木
聡
氏
（　

歳
）
を
、
同
じ
く
教
育

57

委
員
に
、
新
た
に
鶉
町
在
住
で
現
・

鶉
郵
便
局
長
の
竹
中
忍
氏
（　

歳
）

56

の
選
任
を
同
意
（
任
期
は
い
ず
れ

も
3
年
間
）
。
現
・
中
井
文
夫
教
育

長
と
東
谷
弥
生
教
育
委
員
は
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
は
富
里
の
木
村
秀
喜

氏
（　

歳
）
の
再
任
も
同
意
さ
れ
ま

63

し
た
（
任
期
は
3
年
間
）
。

2
期
8
年

提出先：農林商工課商工観光係〔Fax：0139-67-2815/Mail：syoukou@town.assabu.lg.jp〕

　

平
成　

年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道
の

26

駅
あ
っ
さ
ぶ
」
は
、
来
場
者
数
・
売
上
額
を
着
実
に
伸
ば
し

平
成　

年
度
売
上
額
が
初
の
1
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

28

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
と
し

て
効
果
的
な
取
組
が
期
待
で
き
る
道
の
駅
を
『
重
点
道
の

駅
』
に
選
定
し
て
い
ま
す
が
、「
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
」
は
平
成

　

年
度
に
全
道
5
番
目
と
な
る
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

27
　

厚
沢
部
町
の
自
然
豊
か
な
『
地
域
資
源
』
を
利
活
用
し
な

が
ら
『
世
界
一
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
厚

沢
部
町
の
魅
力
』
を
内
外
に
発
信
し
続
け
、「
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
わ
れ
る
「
道
の
駅
」
に
進
化
し
て
い
く
た
め
に
、
施

設
等
の
改
修
・
新
築
に
よ
る
再
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
実
現
的
な
整
備
計
画
を
取
り
進
め
て
い
く

た
め
に
具
体
的
な
プ
ラ
ン
や
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
多
く
の

方
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

下
記
係
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

★
再
整
備
に
向
け
た
改
修
・
新
設
プ
ラ
ン
の
例

①
展
望
台
改
修
、
②　

時
間
ト
イ
レ
改
修
、
③
駐
車
場
ス

24

ペ
ー
ス
拡
張
、
④
農
産
物
・
土
産
品
等
の
販
売
店
舗
拡
張
、

⑤
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
拡
張
、
⑥
レ
ク
森
散
策
路
整
備
、

⑦
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
設
置
、
⑧
遊
具
施
設
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
用
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
、
ス

ト
ラ
イ
ダ
ー
競
技
場
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
練
習
場
等
）
設
置
、

⑨
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
設
置
、
⑩
ド
ッ
グ
ラ
ン
広
場
設
置
、

⑪
展
示
施
設
（
ク
ワ
ガ
タ
・
歴
史
館
等
）
設
置
、
な
ど
。

※
右
記
は
例
で
す
。
多
く
の
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
！

◆
問
合
せ
先
：
農
林
商
工
課
商
工
観
光
係

　

　

　

　

　

　

☎

0
1
3
9
‐
6
4
‐
3
3
1
4 

教 育 長

鈴　木　　聡
教 育 委 員

竹　中　　忍
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☆
消
防
団
員
も
募
集
中
！

　

火
災
や
事
故
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
消
火
や
救

助
活
動
に
協
力
で
き
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

歳
以
上
の
健
康
な
方
の
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

18

「消防団応援の店」

問合せ（申込み）先：厚沢部消防署〔電話：64-3064〕

★
通
信
手
段
の
お
持
ち
で

　

な
い
方
へ

☆
町
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
受
信
し
た

　

ら
、
6
秒
間
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

　

し
、
左
記
内
容
を
放
送
し
ま
す
。

　

「
ミ
サ
イ
ル
発
射
ミ
サ
イ
ル
発

（例）
　

射
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が

　

発
射
さ
れ
た
模
様
。
テ
レ
ビ
等

　

で
情
報
収
集
し
て
く
だ
さ
い
」

★
具
体
的
避
難
行
動

☆
屋
外
に
い
る
場
合

→
で
き
る
限
り
頑
丈
な
建
物
に
避

　

難
す
る
。

☆
屋
外
に
い
て
建
物
が
な
い
場
合

→
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に

　

伏
せ
て
頭
部
を
守
る
。

☆
屋
内
に
い
る
場
合

→
窓
か
ら
離
れ
る
か
、
窓
の
な
い

　

部
屋
に
移
動
す
る
。

　

8
月　

日　

と
9
月　

日　

、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
国
は
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
通
称

：

29

（火）

15

（金）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
で
緊
急
情
報
を
伝
達
し
ま
し
た
。
対
処
に
時
間
的
余
裕
が
な
い
大
規
模
自
然
災
害
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル

攻
撃
等
の
情
報
を
「
国
か
ら
国
民
へ
直
接
瞬
時
に
」
伝
え
る
た
め
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用
し
て
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
こ
れ
ら
通
信
手
段
を
お
持
ち
で
な
い
住
民
の
皆
様
に
も
確
実
に

情
報
が
伝
わ
る
よ
う
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受
信
後
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
装
置
（
町
内　

基
設
置
）
で
緊
急
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

23

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　

地
域
の
安
全
・
安
心
な
生
活
を
支
え
る
消
防
団
活
動
に

対
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
商
店
等
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
企
業
・
商
店
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問合せ先：
住民運動係（電話：64-3311）
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◆平成28年度　一般会計歳入（主なもの）

49億8,590万3千円総額

歳
入
（
収
入
）

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、財
政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）の公表、判断
基準以上となった場合には、財政健全化計画等の策定が
義務付けられています。
　平成28年度厚沢部町各会計の決算に基づき健全化判
断比率を算定したところ、下表のとおり、いずれの指標に
ついても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。

※1 実質赤字額、連結実質赤字額がないため「―」で表示し、参

　考として黒字の比率を（　）内にマイナス表記しています。

※2 将来負担比率は、将来負担に対し充当可能財源が上回っ

　ているため指標は「―」で表示しています。

●各公営企業会計（国保病院事業、簡易水道事業及び農業集

　落排水事業）における「資金不足比率」については、平成28

　年度決算において資金不足を生じた企業がないため、該当

　ありません。

平成28年度決算に基づく健全化判断比率等公表

積立金
（財政調整基金）

実質

収支

E=C-D

翌年度

繰越財源

D

形式

収支

C=A-B

歳　出

B

歳　入

A

39,77072,124308,128380,2524,605,6514,985,903H28

38,74974,93651,122126,0584,310,3644,436,422H27

42.6％

45.0％

主に公共施設建設事業費の財源としての
借入金

○町債　7億1,786万5千円（14.4％）

繰入金、繰越金、繰入金、繰越金、財財
産産収収入、使用料、入、使用料、手手
数料数料等等

○町税　4億708万1千円（8.2％）

国や道から使途を特定されて交付される補助金等

○国・道支出金　6億4,462万6千円（12.9％）

町民税

1億7,341万9千円

固定資産税

1億8,322万8千円

市町村たばこ税

3,372万1千円（8.3％）

軽自動車税

1,355万円（3.3％）

入湯税

　316万3千円（0.8％）

　議会の認定を受けた会計決算

については、地方自治法により

公表が義務付けられています。

　ここでは、第3回町議会定例会

で認定された平成28年度一般

会計決算について紹介します。

【町税（4億708万1千円）の内訳】

【平成28年度一般会計決算収支状況】

地方公共団体間の財政地方公共団体間の財政不不
均衡を是正し、必要な均衡を是正し、必要な財財
源を保障するため、国源を保障するため、国かか
ら地方公共団体に対しら地方公共団体に対してて
交付される。国税のう交付される。国税のうちち
所得税、法人税、酒税、所得税、法人税、酒税、消消
費税の一定割合及び地費税の一定割合及び地方方
法人税の全額が充てら法人税の全額が充てられれ
るる。。

○地方交付税 24億3,752万4千円（48.9％○地方交付税　24億3,752万4千円（48.9％））

（単位：千円）

○その他 7億7,88○その他　7億7,8800万7千円（15.6％）万7千円（15.6％）

財政再生
基準

早期健全化
基準

平成28年度
厚沢部町指　　標

20.00％15.00％※1　―％（△2.51％）①実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

30.00％20.00％※1　―％（△9.74％）②連結実質赤字比率

35.00％25.00％4.4％③実質公債費比率

350.0％※2　    　―％④将来負担比率

計計計計計計決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算公公公公公公公公公公決算公表表表表表表表表表表表
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一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計一般会計

構成比決 算 額区  分

1.360,070議 会 費

22.01,012,892総 務 費

18.9868,807民 生 費

9.0416,141衛 生 費

0.0267労 働 費

22.91,052,366農林水産業

2.2102,794商 工 費

5.3242,972土 木 費

3.5163,426消 防 費

6.5300,006教 育 費

0.05災害復旧費

8.4385,905公 債 費

100.04,605,651合 　計

（単位：千円、％）

◆平成28年度　一般会計歳出（主なもの）

46億565万1千円総額

【目的別歳出概要】

歳
出
（
支
出
）

平成28年度

職員等に支払われる給与、手当及び共済費や
議会議員及び各種委員に支払われる報酬等

○人件費　5億4,011万2千円（11.7％）

地方公共団体が各種の法令等地方公共団体が各種の法令等にに
基づき、被扶助者に対して支基づき、被扶助者に対して支出出
する経する経費費

○扶助費 3億5,403万8千円（7.7％○扶助費　3億5,403万8千円（7.7％））

補助金、負担金、報償費及補助金、負担金、報償費及びび
火災保険料火災保険料等等

○補助費等○補助費等　99億9,564万億9,564万22千円（21.6千円（21.6％）％）

道路、橋りょう、学校及び公営住宅等の建設等、
行政水準の向上に直接寄与する経費（普通建設
事業費・災害復旧事業費等）

○投資的経費　9億8,150万4千円（21.3％）

借金の元金、利子の償還金及び一時借入金
の利子の合算額

○公債費 3億8,590万5千円（8.4％○公債費　3億8,590万5千円（8.4％））

基金に積み立てるため基金に積み立てるためにに
支出され支出されるる経費経費

○積立金　2億4,078万6千円万6千円（5.2（5.2％）％）

物件費、維持補修費、繰出物件費、維持補修費、繰出金金

○その他 11億766万4千円（24.1％○その他  11億766万4千円（24.1％））

平成28年度一般会計歳入歳出決算について

　平成28年度決算規模については、歳入が49億8,590万3千円、

歳出が46億565万1千円となり、差引収支3億8,025万2千円を平

成29年度へ繰り越しました。なお、翌年度への繰越財源3億812

万8千円を除く7,212万4千円が実質収支となっています。

　歳入については、前年度決算額と比較して5億4,948万1千円

（12.4%）の増額となっており、主な要因は、建設事業に充てた

町債（過疎債等）及び繰入金（財政調整基金・公共施設整備基

金）の増や道支出金の上里ふれあいセンター建設事業補助金

の増、地方交付税の減などです。

　歳出については、前年度決算額と比較すると2億9,528万7千

円（6.9%）の増額となっており、主な要因は、総務費の庁舎外壁

等長寿命化工事・耐震改修工事費の増、民生費の後期高齢者医

療広域連合負担金の増、農林水産業費の上里ふれあい交流セ

ンター建設工事費の増などです。
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

▲力を合わせて重たいホースを持ち、放水的中！

消
防
フ
ェ

消
防
フ
ェ
アア

未
来
の
消
防
士

未
来
の
消
防
士　

集
結
！

集
結
！　

　

厚
沢
部
消
防
署
主
催
の
『
第
２
回
消
防
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア
〔
赤
沼
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
木
口
厚
子
会
長
）

協
賛
〕
』
が
９
月
３
日　

、
厚
沢
部
消
防
署
で
開
催
さ
れ

（日）

小
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

109

　

消
防
活
動
の
体
験
や
署
員
と
の
交
流
を
通
し
て
、
子

ど
も
や
家
族
に
『
防
火
・
防
災
の
大
切
さ
』
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
企
画
。
放
水
や
救
助
（
ロ
ー
プ
渡
過
）
、
消
火

器
、
濃
煙
体
験
な
ど
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
参
加
者
は
「
消
防
車
に
乗
っ
た
り
普

段
で
き
な
い
体
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
煙
で
前

が
見
え
ず
怖
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲おらいも君も特製横断幕を持って選手への激励とあっさぶをＰＲ！

沿
道
の
声
援
を
背

沿
道
の
声
援
を
背
にに

健
脚
１
０
０
名

健
脚
１
０
０
名
がが

当
町
を
激
走

当
町
を
激
走
！！

　

公
道
を
使
用
し
た
自
転
車
レ
ー
ス
『
ツ
ー
ル
・
ド
・
北

海
道
2
0
1
7
』
が
９
月
８
日　

～　

日　

の
３
日
間

（金）

10

（日）

道
南
地
域
で
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
以
来
７
年
ぶ
り
に

22

当
町
を
走
破
し
ま
し
た
。　

回
目
を
迎
え
る
今
大
会
に

31

は
国
内
外
か
ら　

チ
ー
ム　

名
の
選
手
が
出
場
。
当
町

20

100

は
初
日
の
８
日　

、
国
道　

号
線
の
北
斗
市
方
面
の
車

（金）

227

線
を
舞
台
に
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
厚
沢
部
保
育
所
や
鶉
保
育
所
の
子
ど
も

た
ち
と
先
生
が
手
作
り
の
応
援
旗
を
振
り
な
が
ら
声

援
。
選
手
が
通
り
過
ぎ
る
と
「
す
ご
く
速
か
っ
た
ね
～
」

と
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

▲９月22日（金）、商工会女性部の呼びかけで実施した『人と旗の波作戦』

交
通
事
故
死
ゼ

交
通
事
故
死
ゼ
ロロ

連
続
日

連
続
日
数数

１
０
０
０
日
達
成

１
０
０
０
日
達
成
！！

　

平
成　

年　

月　

日
よ
り
続
い
て
い
た
町
内
交
通

26

12

19

事
故
死
ゼ
ロ
連
続
日
数
が
９
月　

日　

、
当
面
の
目
標

14

（木）

で
あ
っ
た
１
０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
が
中
心
と

な
り
安
全
運
転
を
啓
発
し
、
町
民
や
企
業
・
商
店
等
で

働
く
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
節
目
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
は
『
２
０
０
０
日
』
を
目
標
に
、「
思
い

や
り
と
ゆ
と
り
の
心
を
持
っ
た
運
転
」
に
努
め
、「
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
」
と
「
飲
酒
運
転
や
運
転
中
の

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
操
作
の
根
絶
」
等
を
実
行
し
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
２
０
０
０
日
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！
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▲2時間56分00秒で堂々のゴール
  （↑なんと1㎞4分10秒ペース）

北
海
道
マ
ラ
ソ

北
海
道
マ
ラ
ソ
ンン

当
町
代
表
中
野
選

当
町
代
表
中
野
選
手手

堂
々
の
３
位
入
賞

堂
々
の
３
位
入
賞
！！

　

８
月　

日　

、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
『
北

27

（日）

31

海
道
マ
ラ
ソ
ン
』
に
上
里
の
中
野
健
二
さ
ん
（　

歳
）
が

54

『　

市
町
村
参
加
企
画
』
の
厚
沢
部
町
代
表
選
手
と
し

179
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
。
猛
暑
の
中
、
年
代
別
（　

歳
50

～　

歳
）
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
自
治
体
名
が

54
入
っ
た
特
別
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
て
激
走
し
た
中
野
さ

ん
は
「
あ
っ
さ
ぶ
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
特
別
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け

て
走
ろ
う
と
考
え
て
い
た
け
ど
、
当
日
暑
く
て
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ャ
ツ
に
変
更
。
レ
ー
ス
前
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
切
っ

て
貼
っ
た
甲
斐
あ
り
多
く
の
方
に
『
あ
っ
さ
ぶ
町
頑
張

れ
～
』
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

登
校
登
校
時時

厚
中
生
徒

厚
中
生
徒
がが

ゴ
ミ
拾

ゴ
ミ
拾
いい

　

９
月　

日　

、
厚
沢
部
中
学
校
（
塩
﨑
弘
明
校
長
）
の

20

（水）

全
校
生
徒
が
『
地
域
貢
献
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
育
成
』
を
目
的
に
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
『
ク
リ
ー

ン
作
戦
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
厚
中
生
徒

会
が
中
心
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
ら
は
ゴ

ミ
袋
を
持
ち
、
周
囲
の
煙
草
の
吸
い
殻
や
紙
コ
ッ
プ
、

空
き
缶
な
ど
を
収
集
し
な
が
ら
登
校
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
清
水
景
哉
く
ん
（
３
年
）
は
「
全
校
生
徒

が
一
斉
に
協
力
し
て
自
分
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
町
を
綺
麗
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と

爽
や
か
な
表
情
で
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

▲平田さんを若手〔草間正敏さん（75）、山下節子さん（66）〕が囲んで

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
トト

楽
し
く
パ
ー
ク

楽
し
く
パ
ー
ク  

活
き
活
き

活
き
活
き
とと

　

厚
沢
部
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
斉
藤
政
雄
会
長
）

主
催
の
第　

回
『
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
』
が
８
月　

18

31

日　

、
町
多
目
的
交
流
広
場
で
開
催
。
７
老
人
ク
ラ
ブ

（木）

　

名
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

18
　

今
大
会
の
最
高
齢
出
場
選
手
は
平
田
ハ
ル
ヱ
さ
ん

（　

歳
・
緑
町
）
。「
日
頃
か
ら
健
康
の
た
め
に
歩
い
て
い

93
る
の
」
と
話
す
平
田
さ
ん
は　

歳
以
上
若
い
選
手
に
も

20

負
け
な
い
好
ス
コ
ア
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

〔
男
子
優
勝
〕
石
川
三
郎
さ
ん
（
あ
っ
さ
ぶ
寿
友
の
会
）

〔
女
子
優
勝
〕
髙
橋
京
子
さ
ん
（
あ
っ
さ
ぶ
寿
友
の
会
）

▲道庁赤レンガをバックに心身の
　限界を超える渾身の走り

▲黙々とゴミを探す生徒。早朝から素晴らしい取組をありがとう！
  （燃えるゴミ約１㎏、燃やせないゴミ約２㎏を収集しました）
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アウトキャンパススタディinあっさアウトキャンパススタディin あっさぶぶ

中部学院大学短期大学部
　

8
月
6
日　

か
ら　

日　

ま
で
の
7
日

（日）

12

（土）

間
、
岐
阜
県
に
あ
る
『
中
部
学
院
大
学
短
期

大
学
部
』
の
学
生
9
名
が
当
町
に
滞
在
。
介

護
施
設
訪
問
や
在
宅
介
護
・
要
支
援
者
の

自
宅
訪
問
な
ど
を
通
し
て
、
当
町
の
介
護

予
防
教
室
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
学
び

町
民
と
の
交
流
も
図
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
受
入
れ
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ゆ
い
ま
～
る
、

あ
っ
さ
ぶ
荘
な
ど
多
く
の
方
々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
のののののののののののののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
がががががががががががががががががががががががが
厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
でででででででででででででででででででででででで
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび

道
外
の
大
学
生
が
厚
沢
部
町
で
学
び
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららら
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

大
学
生
か
ら
学
ぶ

愛知学院大学
　

9
月
4
日　

か
ら　

日　

ま
で
の
7
日

（月）

10

（日）

間
、
名
古
屋
市
に
あ
る
『
愛
知
学
院
大
学
』

の
学
生
6
名
が
当
町
に
滞
在
。
農
家
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
農
作
業
体
験

や
農
業
経
営
な
ど
を
学
び
、
小
学
生
対
象

の
子
ど
も
大
学
や
富
栄
と
赤
沼
町
の
祭
典

参
加
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
と
の
交
流
も

図
り
ま
し
た
。

　

農
家
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
、
野
澤
勝
晴
夫
妻
、
奈
良
正
人
夫
妻
、

庄
山
謙
一
夫
妻
、
貴
重
な
経
験
と
つ
な
が

り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼

奈良家での農作業体験（南瓜収穫）風景
▼子ども大学あっさぶの授業風景

▼

ゆいま～る厚沢部での交流風景
▼あっさぶ荘での交流風景
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単
に
事
務
所
ま
で
お
越
し
に
な
る

の
が
面
倒
で
あ
る
等
と
い
っ
た
理

由
で
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

方
が
出
張
相
談
を
利
用
で
き
る
か

は
当
事
務
所
に
一
度
お
電
話
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
に
は
、
猛
吹
雪
で
前
が
見

え
な
い
中
を
今
金
町
へ
出
張
相
談

に
伺
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で

何
か
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
是
非
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
無
料
で
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

米
山　

清
貴
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

法
テ
ラ
ス
で
の
法
律
相
談
に
つ
い
て

71

　

今
年
も
早
い
も
の
で
、
あ
と
3

か
月
を
残
す
の
み
。
こ
れ
か
ら
は

日
々
寒
く
な
っ
て
い
く
季
節
で
す

の
で
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
な
い

と
い
け
な
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
は
法
律
相
談
の
お

話
を
し
ま
す
。
法
テ
ラ
ス
江
差
法

律
事
務
所
で
は
随
時
法
律
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
法
律
相
談

は
原
則
と
し
て
法
テ
ラ
ス
江
差
の

事
務
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る

際
は
事
務
所
ま
で
ご
足
労
願
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
や
障
害
等
の
た

め
法
テ
ラ
ス
の
事
務
所
ま
で
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

方
に
と
っ
て
法
律
相
談
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
法
テ
ラ
ス
の
事
務
所
ま

で
行
く
こ
と
は
不
便
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な

方
々
の
た
め
に
、
弁
護
士
が
直
接

相
談
を
ご
希
望
の
方
の
ご
自
宅
等

へ
伺
い
、
法
律
相
談
を
行
う
と
い

う
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
厚
沢
部
町
で
の

　
　
 

学
び
を
通
し
て
』

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野

村
ゼ
ミ
と
し
て
の
大
き
な

活
動
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
し
た
が
、
厚
沢
部

町
役
場
の
人
た
ち
を
は
じ

め
と
し
、
素
敵
な
過
疎
づ

く
り
株
式
会
社
や

地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
あ
っ
さ
ぶ
荘
や

ゆ
い
ま
～
る
の
ス
タ
ッ
フ
、
利
用
者
の
人
た

ち
、
在
宅
の
高
齢
者
の
人
た
ち
、
そ
れ
ら
の
人

た
ち
に
関
わ
る
全
て
の
人
の
温
も
り
が
と

て
も
心
地
良
か
っ
た

で
す
。
今
回
の
活
動

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
糧
と
し
大
学
の

勉
強
を
よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
誰
に
も
負
け
な
い
立
派
な
介
護
福

祉
士
を
目
指
し
ま
す
。
介
護
福
祉
士
に
な
っ
た

あ
か
つ
き
に
は
厚
沢
部
町
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
帰
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
初
日
に
起
こ
り
ま

し
た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、「
帰
り
た
く
な
い
」
と
思

わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
厚
沢
部
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

8
月
6
日　

か
ら
1
週
間
、
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ス

（日）

タ
デ
ィ
と
し
て
厚
沢
部
町
に
滞
在
し
、
多
く
の
方
々
の

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
金
で
は
買
え
な
い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
印
象
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

厚
沢
部
町
の
人
た
ち
の
心
の
温
か
さ
で
す
。
相
手
の
こ

と
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
受
け
入
れ
体
制
が
強

い
の
で
、
私
た
ち
も
信
頼
を
寄
せ
て
活
動
し
、
実

習
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

町
の
人
の
暮
ら
し
や
生
活
上
の
不
安
、
身
体
の

痛
み
な
ど
を
町
全
体
で
心
配
し
、
町
全
体
で
支
援

し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
私
の
理
想
と
す
る

『
地
域
福
祉
』
で
す
。
都
会

よ
り
社
会
資
源
が
少
な

く
て
も
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
は
交
通
の
便
や
独
居
生
活
の
不
自
由
な

部
分
を
補
い
安
心
し
た
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
ま

す
。
そ
し
て
、
利
用
者
は

感
謝
の
気
持
ち
を
強
く

し
、
町
の
人
た
ち
は
や
り

が
い
を
強
く
す
る
。
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
の
心
の
つ
な
が
り

の
太
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

1
週
間
の
滞
在
は
長
い
よ

う
で
短
い
期
間
で
し
た
が
と

て
も
充
実
し
た
時
を
過
ご
す

町
に
届
い
た

紹
介
し
ま
す

あああああああああああああああっっっっっっっっっっっっっっっさささささささささささささささぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ
oooooooooooooooiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccceeeeeeeeeeeeeee声声声声声声声声声声声 　

中
部
学
院
大
学
短
期
大
学
部
社
会
福
祉
学
科
の

安
藤
美
季
さ
ん
が
当
町
で
の
学
び
を
終
え
た
心
境

を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
（
誌
面
の

ス
ペ
ー
ス
上
、
内
容
を
一
部
校
正
し
て
い
ま
す
）
。

Vol.
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ア
イ
ヌ
語
で
川
を
意
味
す
る
単

語
は
、「
ナ
イ
」
と
「
ペ
ツ
」
が
あ
り

ま
す
。
意
味
の
区
別
は
な
い
よ
う

で
す
が
、
ナ
イ
が
多
く
使
わ
れ
る

地
域
と
ペ
ツ
が
多
く
使
わ
れ
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
内
の
ナ
イ
地
名
は
、

ハ
タ
ナ
イ
、
イ
ヤ
シ
ナ
イ
、
キ
マ
ナ

イ
、
コ
サ
ナ
イ
、
ホ
ロ
ナ
イ
な
ど
で

す
。
ま
た
、
ペ
ツ
地
名
は
、
キ
ラ
イ

ベ
ツ
、
ヤ
ビ
ツ
な
ど
で
す
。

　

「
メ
ナ
」
も
川
を
意
味
す
る
ア
イ

ヌ
語
で
、
湧
水
の
あ
る
小
河
川
に

使
わ
れ
ま
す
。
町
内
に
は
2
箇
所

の
メ
ナ
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
和
名
の
川
で
は
人
名
が

起
源
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

人
名
を
地
名
に
つ
け
る
こ
と
が
な

い
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
は
対
象
的
で

土
地
や
河
川
に
対
す
る
文
化
の
違

い
が
、
地
名
に
も
表
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

「
ナ
イ
」
と
「
ペ
ツ
」
と
「
メ
ナ
」

◎
保
険
料
の
一
部
免
除

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所

得
（
1
月
か
ら
6
月
ま
で
に
申
請

す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請

し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
免
除
さ
れ
る
保
険

料
額
に
は
、
全
額
、
4
分
の
3
、
半

額
、
4
分
の
1
免
除
の
4
段
階
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
4
分
の
3

免
除
、
半
額
免
除
、
4
分
の
1
免
除

は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一
部

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免

除
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
一
部
免
除
を
受
け
た
保
険

料
の
残
り
の
保
険
料
、
つ
ま
り
、
免

除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
必

ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
保
険
料
の
納
付
を
怠
る
と

免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
保
険
料

未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
期
限

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
2
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ

☎

6
4
‐
3
3
1
3

住
民
年
金
係
た
よ
り

た
よ
り

一
部
免
除
を
受
け
た
時
、
残
り
の
保
険
料
は
必
ず
納
付
を
！
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9
月
7
日
、
滝
川
市
で
地
域
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
研
究

情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
種
子

に
関
す
る
講
演
や
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

農
作
物
の
種
子
は
大
き
く
分
け

て
2
種
類
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
は
、
Ｆ
1
と
も
呼
ば
れ
る

「
一
代
交
配
種
」
の
こ
と
を
言
い
、

異
な
る
特
徴
を
持
つ
2
品
種
を
親

と
し
て
交
配
し
た
品
種
で
す
。

　

例
え
ば
、
収
量
の
多
い
品
種
と

味
の
良
い
品
種
を
交
配
す
る
と
、

収
量
が
多
い
上
に
味
も
良
い
品
種

が
で
き
る
と
言
っ
た
具
合
で
す
。

　

し
か
し
、
一
代
交
配
種
の
種
子

は
様
々
な
特
異
的
の
も
の
が
発
生

し
て
し
ま
う
た
め
農
業
上
そ
の
種

を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
1
つ
は
、「
固
定
種
」
と
言

い
、
遺
伝
的
に
安
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
種
子
も
親
と
同
じ
特
徴

の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

水
稲
、
小
麦
、
大
豆
な
ど
「
主
要

農
作
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

の
栽
培
品
種
は
、
ほ
と
ん
ど
が
固

定
種
で
、
そ
の
種
子
生
産
に
は
多

く
の
人
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

1
番
初
め
は
、「
育
種
家
種
子
」

と
呼
ば
れ
、
道
立
中
央
農
試
遺
伝

資
源
部
（
滝
川
市
）
で
生
産
さ
れ
、

こ
れ
を
ホ
ク
レ
ン
滝
川
種
苗
セ
ン

タ
ー
で
栽
培
・
収
穫
し
た
も
の
を

「
原
原
種
」
と
言
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
原
原
種
を
道
内
各
地

の
Ｊ
Ａ
採
種
組
合
等
で
栽
培
・
収

穫
し
た
も
の
を
「
原
種
」
と
言
い
ま

す
。

　

同
様
に
、
原
種
を
栽
培
・
収
穫
し

た
も
の
を
「
採
種
」
と
言
い
ま
す
。

こ
の
採
種
が
一
般
的
な
種
子
と
し

て
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
数
々
の
段
階
を

経
て
4
年
が
か
り
で
生
産
さ
れ
た

種
子
が
、
北
海
道
の
農
業
や
私
た

ち
の
食
卓
を
支
え
て
い
る
の
で

す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

農
作
物
の
種
子
が
や
っ
て
く
る
ま
で

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

94

新
体
制
が
発
足
し
ま
し
た

会
長
・
会
長
代
理
を
選
任

　

農
業
委
員
の
改
選
後
、
初
め
て

と
な
る
農
業
委
員
会
総
会
を
7
月

　

日
に
開
催
し
、
会
長
に
外
﨑
明

20委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
小
野

寺
孔
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
﨑
会
長
は
木
間
内
地
区
担
当

で
農
業
委
員
は
8
期
目
の　

歳
。

54

町
内
で
有
数
の
大
規
模
経
営
者
で

小
麦
を
は
じ
め
幅
広
い
作
物
を
手

掛
け
、
現
在
で
は
㈱
あ
っ
さ
ぶ
ア

グ
リ
ス
ト
倶
楽
部
の
代
表
と
し
て

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
委
員
と
力
を
合
わ
せ
厚
沢
部
町

農
業
の
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
会
長
と
し
て
の
決
意

を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

小
野
寺
会
長
職
務
代
理
者
は
鶉

地
区
担
当
で
農
業
委
員
は
3
期
目

の　

歳
。
外
﨑
会
長
と
同
じ
く
大

44

規
模
経
営
者
で
あ
り
、
会
長
代
理

を
務
め
る
の
は
初
と
な
り
ま
す
。

「
今
回
の
改
選
で
は
新
任
委
員
が

多
い
の
で
、
会
長
を
盛
り
立
て
な

が
ら
委
員
の
輪
を
1
つ
に
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
功
績
に
感
謝

　

今
回
の
改
選
で
、
相
良
一
之
氏

（
当
路
）
、
松
橋
保
美
氏
（
富
里
）
、
下

川
部
洋
氏
（
稲
見
）
、
青
山
隆
氏
（
中

館
）
、
下
川
部
耕
二
氏
（
稲
見
）
、
広

田
誠
氏
（
滝
野
）
の
6
名
が
、
農
業

委
員
の
職
責
を
果
た
さ
れ
退
任
と

な
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
と
い
う
人

の
財
産
に
つ
い
て
日
々
相
談
を
受

け
、
ま
た
、
地
域
の
農
家
の
代
表
と

し
て
、
と
て
も
責
任
の
重
い
職
務

で
す
。
長
い
間
そ
の
重
責
を
務
め
、

厚
沢
部
町
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
農
委
総
務
係　

上
戸　

陽
介
】

　

農
業
者
年
金
は
農
家
の
皆

さ
ん
が
老
後
を
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
年
金
で
す
。

　

加
入
要
件
は

①　

歳
未
満

60

②
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

③
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事

60

と
な
っ
て
い
て
、
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方
な
ら
幅
広
く
加
入
で
き

ま
す
。

　

保
険
料
は
2
0
，
0
0
0
円
～

6
7
，
0
0
0
円
の
間
で
選
択
で

き
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
件
を
満
た
せ
ば
保
険

料
助
成
（
政
策
支
援
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
を

Vol.
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子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

Vol.７

発
達
支
援
（
発
達
障
が
い
）　

研
修
会
を
開
催

　

8
月
4
日　

、
教
員
や
保
育
士

（金）

等
の
役
場
職
員
、
町
民
ら
を
対
象

に
し
た
『
町
発
達
支
援
（
発
達
障
が

い
）
研
修
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、『
障
害
児
教
育
』

の
第
一
人
者
と
し
て
数
々
の
著
書

等
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
足
寄
町
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
長
佐
々
木
浩
治
氏

を
講
師
に
招
き
、「
地
域
で
支
え
る

子
育
て
（
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
）

～
足
寄
町
の
取
組
か
ら
厚
沢
部
町

の
子
育
て
支
援
を
考
え
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は

「
障
害
の
特
性
、
個
性
を
知
る
と
親

を
守
れ
る
と
い
う
言
葉
に
感
銘
」

「
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す
ま
ち
づ

く
り
や
子
育
て
支
援
の
ヒ
ン
ト
が

多
く
あ
っ
た
」「
厚
沢
部
で
も
一
貫

し
た
子
育
て
、
見
守
り
体
制
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
な
ど
の

感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
統
行
事
『
神
社
例
大
祭
』
に

厚
沢
部
保
育
所
も
参
画

　

9
月　

日　

、
厚
沢
部
保
育
所

16

（土）

年
長
児　

名
が
神
明
社
例
大
祭
に

15

参
加
。
保
育
所
特
製
『
御
神
輿
』
を

担
ぎ
新
町
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た
年

長
児
は
、
先
生
か
ら
学
ん
だ
『
担
ぐ

順
番
や
担
ぎ
方
、
声
の
出
し
方
、
紐

や
う
ち
わ
の
持
ち
方
』
を
実
践
。

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
と

大
き
な
声
を
力
の
限
り
出
し
続
け

「
み
ん
な
頑
張
ろ
う
」
な
ど
と
仲
間

を
励
ま
し
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で

元
気
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
3
保
育
所
で
は
、
厚
沢
部

町
の
伝
統
行
事
や
文
化
、
自
然
、
産

業
、
食
な
ど
地
域
資
源
を
教
材
に

「
心
豊
か
で
心
優
し
く
笑
顔
溢
れ

る
あ
っ
さ
ぶ
子
の
育
成
」
を
目
指

し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
3
保
育
所
で
は
見
学
が
可

能
で
す
。
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方

は
各
保
育
所
に
問
合
せ
願
い
ま
す

（
電
話
番
号
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
。

　

月
は

10年
次
有
給
休
暇
取
得

促
進
期
間
で
す

　

赤
沼
の
祭
り
で
は
、
僕
の
ほ
か

に
愛
知
学
院
大
の
学
生
た
ち
も
参

加
し
、
厚
沢
部
の
祭
り
を
体
験
！

み
ん
な
都
会
か
ら
来
た
子
た
ち

だ
っ
た
の
で
、
実
際
に
神
輿
を
担

い
だ
り
、
山
車
を
引
い
た
り
、
踊
っ

た
り
と
初
め
て
の
経
験
だ
ら
け
。

終
わ
る
頃
に
は
ク
タ
ク
タ
の
様
子

で
し
た
が
神
輿
を
担
ぐ
地
元
の
中

学
生
た
ち
と
も
し
っ
か
り
交
流
が

出
来
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
僕
も
！
）

　

来
年
は
今
年
行
け
な
か
っ
た
地

区
の
お
祭
り
に
も
参
加
し
よ
う
と

今
か
ら
考
え
て
い
ま
す
！

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊 
吉
田
典
幸
】

　

厚
沢
部
に
移
住
し
早
い
も
の
で

半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
お
蔭
様
で
始
め
は
数
え
る
程

し
か
い
な
か
っ
た
友
人
や
頼
れ
る

先
輩
も
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。

　

9
月
の
厚
沢
部
町
は
各
地
区
で

お
祭
り
が
行
わ
れ
、
ど
の
地
区
も

活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
！

大
阪
に
い
た
頃
は
近
く
に
参
加
す

る
よ
う
な
祭
り
も
無
か
っ
た
の
で

出
店
で
お
腹
を
満
た
し
花
火
を
見

て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
厚
沢
部
の

人
か
ら
見
れ
ば
な
ん
と
も
味
気
の

な
い
祭
り
の
思
い
出
で
す
ね
。

　

初
め
て
厚
沢
部
の
祭
り
に
参
加

し
た
時
は
御
神
輿
と
山
車
が
地
区

の
家
一
軒
一
軒
の
玄
関
を
周
っ
て

い
く
光
景
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

山
車
が
止
ま
る
度
に
地
元
の
方
の

家
に
上
が
り
、
お
酒
や
食
事
を
い

た
だ
き
、
ま
た
次
の
家
へ
。『
田
舎

は
人
と
人
と
の
距
離
が
近
い
』
と

は
良
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が

地
域
内
で
の
つ
な
が
り
を
強
く
し

て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

Vol.４
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子どものしつけ・関わり方子どものしつけ・関わり方②②

保健福祉課からのお知らせ

菊 池 麗 奈

ごめんください
保健師です

331

　「しつけ」は、子育て中のお父さんやお母さんにとって

頭を悩ませる課題の１つ。先月号から「子どものしつけ」

についてお話していますが、今月号では『子どもにわかり

やすい伝え方と嬉しい関わり方』についてお話します。

子
ど
も
の
言
い
分

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
育
児
の
中
で

「
あ
ま
り
食
べ
な
い
」「
自
分
で
や

ら
な
い
」「
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く

れ
な
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
困

り
ご
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
親
の
悩
み
の
背
景
に

は
大
人
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
に
は
目
に
見
え
な
い

原
因
と
結
果
の
繋
が
り
は
わ
か
り

に
く
く
、「
な
ぜ
食
べ
な
く
て
は
い

け
な
い
の
か
」「
な
ぜ
寝
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
」
な
ど
理
解
で
き

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
時
間
の
概
念
も
十
分
に

は
つ
か
め
て
お
ら
ず
、「
〇
〇
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
」

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
し

て
み
れ
ば
「
さ
っ
き
ま
で
言
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
に
急
に
言
わ
れ

た
」「
さ
っ
き
は
良
か
っ
た
の
に
今

は
ダ
メ
に
な
っ
た
」
な
ど
理
由
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で

す
。

　

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
き
か
な

い
の
は
、
親
が
な
ぜ
そ
う
言
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
だ
け
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
に
も
わ
か
る
伝
え
方

　

大
人
は
意
外
と
抽
象
的
で
曖
昧

な
表
現
を
多
く
使
っ
て
生
活
し
て

い
ま
す
。『
ち
ゃ
ん
と
』
や
『
ち
ょ
っ

と
』
な
ど
、
な
ん
と
な
く
で
伝
え

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ
と
こ
う
い

う
こ
と
だ
ろ
う
と
掴
ん
で
い
き
ま

す
が
、
そ
の
推
測
が
当
た
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、「
ち
ゃ
ん
と
座
っ
て
食

べ
な
さ
い
」
と
い
う
表
現
は
、
ど

う
座
っ
て
ど
う
食
べ
れ
ば
い
い
の

か
を
全
く
伝
え
て
い
ま
せ
ん
。『
席

に
座
る
』『
腰
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば

す
』
『
足
を
床
に
つ
け
る
』
『
茶
碗

を
持
つ
』
な
ど
い
く
つ
か
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
「
『
ち
ゃ
ん
と
』
っ

て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
…
？
」
と

思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
人
は
無
意
識
の
う
ち

に
子
ど
も
を
大
人
の
よ
う
に
見
て

し
ま
い
ま
す
。
何
も
で
き
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
頃
は
全
て
手
伝
っ
て
あ

げ
る
こ
と
に
何
ら
抵
抗
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
少
し
成
長
す
る
と

「
自
分
で
や
り
な
さ
い
」
と
要
求

が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
は
ま
だ
生
ま

れ
て
数
年
で
、
家
庭
と
保
育
所
の

世
界
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な

く
て
で
き
な
く
て
当
た
り
前
の
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
を
叱
る
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
叱
り
す
ぎ

て
反
省
し
た
」
と
い
う
声
も
よ
く

聞
き
ま
す
。「
叱
る
こ
と
が
多
か
っ

た
な
ー
」
と
感
じ
た
ら
叱
っ
た
分

だ
け
意
識
的
に
褒
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
大
人
な
ら
で
き
て
当
た

り
前
の
こ
と
も
多
い
の
で
、
褒
め

る
こ
と
は
意
外
と
難
し
い
で
す
。

　

子
ど
も
だ
か
ら
で
き
な
く
て
当

た
り
前
。
前
に
比
べ
た
ら
頑
張
っ

た
こ
と
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
何
気
な
い
日
常

の
中
で
子
ど
も
な
り
の
感
性
で
見

つ
け
た
素
敵
な
発
見
を
「
す
ご
い

ね
！
」「
よ
く
や
っ
た
ね
」
と
認
め

る
一
言
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り

前
に
で
き
る
こ
と
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
実
は
と
て
も
大
変
な
こ
と

で
す
。
生
ま
れ
て
ま
だ
数
年
。
小

さ
な
こ
と
で
も
見
つ
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
に
と
っ
て
褒

め
ら
れ
る
こ
と
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
り
の
子
ど
も
と
違
う
？

　

「
う
ち
の
子
個
性
的
？
な
ん
だ

か
育
て
づ
ら
い
？
発
達
が
遅
い
？

だ
け
ど
相
談
し
づ
ら
い
な
」
と
い

う
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

1
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
！

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
た
仲
間

が
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

一
緒
に
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
！

　

渡
島
・
檜
山
圏
域
障
が
い
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
め
い
（
地
域

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の

道
下
康
子
さ
ん
が
一
緒
に
入
っ
て

お
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

◆
日
時　
　

月　

日　
　

時　

分

10

31

（火）
10

30

◆
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
道
下
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

『
北
海
道
自
閉
症
協
会
道
南
分
会

（
自
閉
症
の
子
ど
も
が
い
る
親
の

会
）
副
会
長
』

　

当
日
の
託
児
に
つ
い
て
も
検
討

中
！
興
味
の
あ
る
方
・
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
（
問
合
せ
）
先

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
師

　

☎

6
4
‐
3
3
1
9
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今月の簡単レシピ

　さつま芋の甘味と野菜のうま味が相

まっておいしさ倍増！

　サクッと香ばしく仕上がりました。

　彩りのわかめは様々な用途に使えて

おすすめです！！

ささささささささささつつつつつつつつつつまままままままままま芋芋芋芋芋芋芋芋芋芋入入入入入入入入入入さつま芋入りりりりりりりりりりり

かかかかかかかかかか きききききききききき 揚揚揚揚揚揚揚揚揚揚か き 揚 げげげげげげげげげげげ
【材料】（４食分）

●さつま芋　小１/２本

●人参　１/６本

●玉ねぎ　１/２本

●ごぼう　１/６本

●乾燥わかめ　小さじ１

天ぷら粉　　１カップ

水　　　　　適量

揚げ油　　　適量

【作り方】

①さつま芋は細切りにし、15分程度水に

　浸しておく。その後、水切りする。

　人参、玉ねぎは薄切りに。ごぼうはさ

　さがきにし、15分程度酢水に浸して　

　おく。その後、水切りする。

　わかめは水戻しした後、細かく刻む。

②ボウルに天ぷら粉と分量の水を混ぜ

　衣を作る。具材を加えて衣と馴染ませ

　スプーンですくいながら揚げていく。

※お好みで塩などを付け、お召し上がり

　ください。

エネルギー  201kcal
塩分　   　　　0.1g

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメ
ント

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

「騎士団長殺し（第１部・第２部）」

（村上　春樹 著）　「私は狭い谷間の入口近くの山の上に住ん
でいた。夏には谷の奥の方で、ひっきりなし

に雨が降ったが、谷の外側はだいたい晴れて

いた…」。そうあるはずだった「私」の日々。

　騎士団長が顕(あらわ)れるまでは…。

　４年ぶりに書き下ろしした本格長編！

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「天上の葦（上・下）」

（太田　愛 著）　白昼、老人が渋谷のスクランブル交差点で
絶命した。何もない空を指さしてー。

　死の間際、老人は空に何を見ていたのか。

　そんな不可解な依頼が鑓水（やりみず）と

修司に舞い込み…。

　感動のサスペンス巨編！

　
　

月
。
秋
の
真
っ
只
中
、
日
が
落
ち
る
の
も
早
く
な
り
ま
し
た
。

10

　

「
読
書
の
秋
」
。
ガ
ッ
ツ
リ
と
読
書
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
方
に
向
け
て
、

長
編
小
説
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

応
募
締
切
迫
る
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

あ
っ
さ
ぶ

in

あ
な
た
が
感
じ
る
『
厚
沢
部
町

の

こ

こ

が

好

き
』
を

撮

影

し

奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
！

　

応
募
作
品
は　

月
上
旬
に
総
合

11

体
育
館
で
開
催
予
定
の
『
第　

回
55

町
民
文
化
祭
』
で
展
示
し
、　

月
3

１１

日　

に
同
体
育
館
で
、
結
果
発
表

（祝）
並
び
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
教
育
長
賞

に
は
豪
華
賞
品
を
贈
呈
！

厚
沢
部
の
魅
力
を
写
真
に
収
め

町
内
外
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
！

◆
応
募
資
格　

厚
沢
部
町
民
の
方

◆
応
募
規
定　

お
ひ
と
り
3
点
迄

　

そ
の
他
、
詳
細
や
作
品
に
添
付

　

す
る
応
募
票
は
町
H
P
に
掲
載

　

（
応
募
票
は
町
教
育
委
員
会
事

　

務
局
に
も
備
付
け
て
い
ま
す
）

◆
応
募
締
切　
　

月　

日　

迄

10

13

（金）

◆
応
募
（
問
合
せ
）
先

　

〒
0
4
3
‐
1
1
1
3

　

厚
沢
部
町
新
町
2
3
4
番
地

　

町
教
委
事
務
局
社
会
教
育
係

☎

6
4
‐
3
3
1
8
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

10月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり

　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

10月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は13.27日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　3.4.11.12.17.18.26.31日
午後　11.25日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　12.26日（予約以外は10時迄に受付）
午後　4.18.25日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　13.20日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

　月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科
外 科

 　13日（火）・14日（水）午前
　 10日（火）・11日（水）
　 24日（火）・25日（水）

眼 科

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★「えさし子どもの健康セミナー」を開催★

　道立江差病院では、「えさし子どもの健康セミナー」

を下記のとおり計画しています。

　このセミナーは、子育て中の親御さんはもちろん、

子どもの医療・福祉関係、幼稚園・保育所・学校の先生

方も対象にしています。

　医療に対する知識を深めていただくため、当院小

児科医の野上先生が説明します。小さな子ども連れ

の方も歓迎しますので、お気軽にお越しください！

　なお、第４回のテーマは「薬と自宅での治療」です。

記

　日　時：10月６日（金）18時より（１時間程度）

　場　所：江差町保健センター（江差町役場内）

　内　容：

　①その薬、自宅でどう使う？

　②風邪に抗生剤は効かないって本当？

★★「看護師・助産師・薬剤師」を募集中★★
　現在、看護師・助産師を募集しています。各職種58

歳の方まで応募可能です。

　詳しくは、道立江差病院ホームページで確認して

ください。

☆問い合わせ先：52－0036（内線202）廣野総看護師長

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。

　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。

　 皆様のご理解ご協力をお願いします。
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厚
沢
部
町
役
場
で
は
、
秋
の
行

政
相
談
週
間
中
に
、
次
の
と
お
り

『
特
設
行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま

す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
国
の
機

関
や
特
殊
法
人
等
が
行
っ
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と

納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
意
見
を

お
持
ち
の
方
は
、
左
記
の
行
政
相

談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
所
】

◆
日
程　
　

月　

日　

10

20

（金）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

15

◆
場
所　

役
場
（
第
2
会
議
室
）

◆
行
政
相
談
委
員

　

替
地　

薫
さ
ん
（
赤
沼
町
）

　

☎

6
4
‐
3
9
6
1

◆
相
談
内
容　

　

年
金
、
医
療
保
険
、
社
会
福
祉
、

　

交
通
安
全
、
雇
用
、
登
記
、
道
路
、

　

河
川
、
郵
便
、
役
所
の
窓
口
サ
ー

　

ビ
ス
等

◆
問
合
せ　

総
務
政
策
課
住
民
運

　

動
係
（
☎

6
4
‐
3
3
1
1
）

　

月　

日
～　

日
は
、

10

16

22

秋
の
『
行
政
相
談
週
間
』
で
す
。

★
江
差
町
文
化
会
館

○　

月
5
日　

10

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

○　

月　

日　

10

17

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

★
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○　

月　

日　

10

12

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行行行行行行行行行行行行行行行

111111111111111111111111111111

 
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆ 事事事事事事事事事事事事事事事

おおおおおおおおおおおおおおお

知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせ

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内
の
お
知
ら
せ

申込締切受講料時　間日　程住民講座・職業訓練名

10月10日（火）15,000円9時00分～18時00分 
10月19日（木）

～20日（金）  
伐木等の業務に係る特別教育

10月10日（火）14,000円9時30分～15時30分 11月18日（土）同行援護従業者養成研修

10月10日（火）23,500円
18日：16時～18時

19日：19時～17時

11月18日（土）

～19日（日）  

全身性障がい者

移動介護従業者養成研修

ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
！

　

江
差
保
健
所
で
は
、
健
康
を
守

り
、
い
つ
ま
で
も
お
酒
を
楽
し
む

た
め
に
、『
ア
ル
コ
ー
ル
講
演
会
～

お
酒
と
健
康
を
学
ぶ
～
』
を
開
催

し
ま
す
！

　

お
酒
の
正
し
い
飲
み
方
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

10

31

（火）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

◆
場
所　

檜
山
振
興
局
4
階
講
堂

◆
講
師　

道
立
精
神
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー　

三
浦　

寛
高　

氏

◆
申
込
期
限　
　

月　

日　

迄

10

25

（水）

◆
申
込
先　

江
差
保
健
所
健
康
推

　

進
課
（
☎

5
2
‐
1
0
5
3
）

　

江
差
税
務
署
で
は
、
平
成　

年
31

　

月
に
実
施
さ
れ
る
『
消
費
税
の

10軽
減
税
率
制
度
』
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程　
　

月　

日　

10

19

（木）

◆
時
間　

1
回
目
：　

時　

分
～　

時　

分

10

30

11

30

2
回
目
：　

時　

分
～　

時　

分

13

30

14

30

◆
場
所　

江
差
町
文
化
会
館

◆
内
容　

①
軽
減
税
率
制
度
（
軽
減
対
象
品

　

目
、
帳
簿
・
請
求
書
等
の
記
載
方

　

法
、
税
額
計
算
な
ど
）
の
概
要

②
軽
減
税
率
制
度
に
対
応
す
る
た

　

め
の
事
業
者
へ
の
支
援
措
置

◆
問
合
せ　

江
差
税
務
署
調
査
部

　

門
（
☎

5
2
‐
0
0
7
8
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

111111111111111000000000000000 
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆

　

月
は
『
不
正
軽
油
防
止
強
化

10月
間
』
で
す
！

　

檜
山
振
興
局
で
は
、
不
正
軽
油

の
撲
滅
に
向
け
た
取
組
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
軽
油
の
売
込

み
や
灯
油
・
重
油
の
不
正
使
用
な

ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
1
1
0
番

　

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
（
☎

0
8
0

　

0
‐
8
0
0
2
‐
1
1
0
）
へ

　

月
は
、『
自
動
車
点
検
整
備

10推
進
運
動
強
化
月
間
』
で
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の

確
実
な
点
検
・
整
備
を
図
る
た
め

　

月
を
『
自
動
車
点
検
整
備
推
進

10運
動
』
と
し
取
組
を
強
化
中
で
す
。

　

国
民
の
生
活
や
経
済
の
発
展
に

必
要
不
可
欠
な
自
動
車
の
役
割
は

益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る

事
故
が
近
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
自
動
車
の
点

検
・
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
！　



19

樺
樺

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日８００１連続

平成29年9月22日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　  10月28日（土）は、休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　  ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

　

月
の
休
日
当
番
医

10

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

― 10月＆11月の行事＆お知らせ ―

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
と

創
明
会
（
五
十
嵐
幸
男
代
表
）
か
ら

2
0
，0
0
0
円

☆
御
香
料
の
お
礼
に
か
え
て

富
里
・
由
利
寿
美
子
さ
ん
か
ら

3
0
，0
0
0
円

美
唄
市
・
伊
勢
谷
敬
一
さ
ん
と

当
路
・
𠮷
田
藍
さ
ん
か
ら

1
0
0
，0
0
0
円

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
寄
付

館
町
・
伊
勢
谷
幸
江
さ
ん
か
ら

お
参
り
椅
子（
5
脚
）

6
2
，5
0
0
円
相
当

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

岡
山
市
・
宮
田
貴
志
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，0
0
0
円

戸 籍 の 窓
（9月22日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－5）2,3311,2211,1101,155下地区

（－1）699360339340鶉地区

（－1）971507464469館地区

（－7）4,0012,0881,9131,964全　町

平成29年8月末日現在

赤沼町　伊勢谷フキさん（98歳）  8/25

相　生　紺野　秋信さん（90歳）  8/25

緑　町　平田　　正さん（90歳）  9/11

美　和　大川　政一さん（85歳）  9/12

館　町　朝倉　正信さん（69歳）  9/14

緑　町　木本　　綠さん（102歳）9/18

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

1件今月の寄附件数

5,000円今月の寄附金額

13件
平成29年度
寄附件数累計

265,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（9月22日届出分まで）

※外国人住民を含む

　

江
差
調
停
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り『
無
料
調
停
相
談
』を
実
施
し

ま
す
。

　

金
銭
や
土
地
建
物
、サ
ラ
金
、交

通
事
故
、
離
婚
等
、
家
庭
内
親
族
間

の
紛
争
に
つ
い
て
、調
停
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、是
非
こ
の

機
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　

10

13

（金）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

15

◆
場
所　

江
差
町
文
化
会
館

◆
相
談
料　
無
料

◆
問
合
せ　
江
差
簡
易
裁
判
所　

　

庶
務
課（
☎

5
2
‐
0
1
7
4
）

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に（　

月　

日　

午
前
中
迄
）

10

12

（木）

申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

10

17

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
の
お
知
ら
せ

　

檜
山
振
興
局
で
は
、障
が
い
福

祉
の
周
知
・
啓
発
を
目
的
と
し
て

　

月　

日　

か
ら　

日　

の
間
、

10

16

（月）

20

（金）

『
ひ
や
まｓ

ｈ
ｏ
ｗ

が
い
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
7
』を
開
催
し
ま
す
。

〔
展
示
・
販
売
等
〕

◆
日
程　
　

月　

日　
　

10

19

（木）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

15

◆
場
所　

厚
沢
部
町
役
場

◆
内
容　

就
労
支
援
事
業
所
等
に

　

よ
る
展
示
・
販
売
、パ
ネ
ル
展
等

〔
講
演
会
〕

◆
日
程　
　

月　

日　
　

10

16

（月）

◆
時
間　
　

時　

分
～

13

10

◆
場
所　

檜
山
振
興
局

◆
内
容　

発
達
障
害
に
関
し
て

★
問
合
せ
先　
檜
山
振
興
局
保
健

　

環
境
部（
☎

5
2
‐
6
6
5
1
）

『
ひ
や
まs

h
o
w

が
い
ウ
ィ
ー
ク

2
0
1
7
』
を
開
催
し
ま
す
！

電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院10月1日（日） 

62‐2331乙部町国保病院8日（日） 

52-1366勤医協江差診療所9日（祝） 

52-0036道立江差病院15日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院
22日（日） 

67-2856（ドラッグストアまるや）

52-0036道立江差病院29日（日） 
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平成29年10月号（第646号）

発　行   厚沢部町総務政策課政策振興係
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ああとががき
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E‐Mail◇info-soumu＠town.assabu.lg.jp

災　害　別
避　難　場　所

地　震土砂災害洪　水

○○○美和ふれあいセンター

○○△富栄ふれあいセンター

○○○緑町コミュニティセンター

○×△厚沢部小学校

○○△厚沢部中学校

○○○山村開発センター

○○△保健福祉総合センター

○○○総合体育館

○○△赤沼町ふれあいセンター

○×○まちなか交流センター

○○○上里ふれあい交流センター

×○△滝野寿の家

○○○清水ふれあいセンター

○○○鶉ふれあいセンター

○○○鶉小学校

○○○鶉地区多目的研修センター

○○○うずら温泉宿泊施設

○○○相和ふれあいセンター

○○○木間内ふれあいセンター

×○○新栄生活改善センター

○○△当路ふれあいセンター

○×○館小学校

○○○南館城丘ふれあいセンター

×○○館中学校

××○館地域振興センター

○○○富里ふれあいセンター

注）△は雨量の状況によっては２次避難を要する場所

　

下
記
の
避
難
場
所
は
、
洪
水
、
土

砂
災
害
、
地
震
が
発
生
、
ま
た
は
、

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

避
難
す
る
公
共
施
設
で
す
。

　

し
か
し
、
ひ
と
つ
の
避
難
場
所

が
全
て
の
災
害
に
対
応
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
日
常
か
ら
災
害

の
種
類
に
応
じ
た
避
難
場
所
及
び

避
難
経
路
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
大
雨
や
洪
水
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
気
象
状
況
や
河
川

の
増
水
を
把
握
し
、
低
地
の
避
難

場
所
で
は
な
く
、
土
砂
災
害
危
険

箇
所
を
避
け
な
が
ら
、
高
台
へ
の

避
難
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風　

号
当
町
襲
来

18

南
館
町
・
城
丘
に
避
難
勧
告

　

9
月　

日
早
朝
に
檜
山
管
内
に
上
陸
し
た
台
風　

号
は

18

18

道
内
を
縦
断
。
道
内
各
地
で
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
厚
沢
部
川
上
流
（
岩
館
橋
地
点
）
の
水
位
が

『
氾
濫
危
険
水
位
』
を
超
え
た
た
め
南
館
町
と
城
丘
の
全
世

帯
に
『
避
難
勧
告
』
、
館
町
と
富
里
の
全
世
帯
に
『
避
難
準
備
情
報
』
を
発
令
。

　

人
が
館
中
学
校
や
富
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。
今
回

29の
台
風
で
は
人
や
家
屋
へ
の
被
害
は

な
か
っ
た
一
方
、
農
地
に
河
川
の
泥
水

が
流
入
し
農
業
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
、

一
昨
年
3
月
に
全
戸
配
布
し
た
『
防
災

の
し
お
り
』
を
再
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼

増水した厚沢部川上流（富里・君影橋）
▼浸水した農作業機とハウス（富里地区）

▲町ホームページでも閲覧可能

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

▼
こ
れ
ま
で
一
町
民
と
し
て

赤
沼
町
や
本
町
新
町
の
祭
り

に
参
加
し
て
い
た
が
今
年
初

め
て
館
地
区
例
大
祭
を
取
材
。

地
域
毎
に
祭
り
の
運
営
や
山

車
の
装
飾
、
御
神
輿
の
歩
き
方

な
ど
違
い
が
あ
り
興
味
深
い
。

ま
さ
に
地
域
の
伝
統
行
事
。
来

年
こ
そ
町
内
全
部
の
山
車
や

御
神
輿
を
取
材
し
よ
う
と
心

に
誓
う
。
帰
り
際
、
中
学
生
神

輿
を
見
守
る
住
民
か
ら
聞
こ

え
た
「
来
年
は
神
輿
出
る
か

な
？
」「
中
学
校
統
合
し
て
も

こ
の
光
景
は
見
た
い
ね
」
と
の

声
。
こ
の
や
り
取
り
を
思
案
し

な
が
ら
帰
路
に
つ
く
。
役
場
に

戻
り
取
材
鞄
を
忘
れ
て
き
た

こ
と
に
気
付
く
。
カ
メ
ラ
や
手

帳
は
あ
る
が
鞄
を
探
し
に
館

へ
。
保
管
し
て
く
れ
て
い
た
菅

家
さ
ん
西
里
さ
ん
に
感
謝
。
思

案
な
が
ら
運
転
は
慎
ま
ね
ば
。

▼
年
1
回
の
広
報
研
究
会
に

参
加
。
昨
年
は
初
め
て
作
成
し

た
広
報
誌
（　

年
5
月
号
）
が

28

講
師
の
目
に
つ
き
公
開
指
導
。

講
師
の
的
確
な
指
摘
を
糧
（
悔

し
さ
を
バ
ネ
）
に
今
に
至
る
。

今
年
も
レ
ベ
ル
の
高
い
広
報

誌
や
高
い
志
を
持
っ
た
担
当

者
に
出
会
い
刺
激
を
受
け
た
。

「
広
報
誌
の
仕
事
が
作
業
に

な
っ
て
い
な
い
で
す
か
？
」

「
広
報
誌
は
行
政
と
町
民
、
町

民
と
町
民
の
情
報
の
架
け
橋
」

「
税
金
を
使
っ
て
作
成
し
て
い

る
広
報
紙
。
技
術
や
経
験
、
時

間
が
な
い
と
言
い
訳
せ
ず
レ

ベ
ル
の
高
い
広
報
誌
を
発
行

し
て
い
る
自
治
体
に
追
い
付

く

努

力

を
！
同

じ

税

金

を

使
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
！
」

「
広
報
誌
の
仕
事
に
正
解
は
な

い
。
た
だ
し
、
町
民
に
『
見
て
も

つ
ま
ら
な
い
』『
読
む
価
値
が

な
い
』
と
思
わ
れ
た
ら
失
格
」

「
独
り
よ
が
り
役
場
目
線
に
な

ら
ず
住
民
目
線
で
作
成
を
」
と

講
師
の
言
葉
が
突
き
刺
さ
る
。

▼
今
年
も
こ
の
時
期
に
広
報

誌
を
見
つ
め
直
す
。『
み
な
さ

ん
は
こ
の
広
報
誌
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
』

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
ご
感
想

ぜ
ひ
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。（
三
）
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